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題や困

ます。

善すべ

特に

そうと

今回

1. 相

 私た

するこ

か、原

りませ

な支援

ます。

支援を

材と機

2. 乳

 乳幼

子育て

保護し

3. 高

現在

スマホ

委託や

る具体

社会で

 上記

進学後

の養育

内容」

は本紙

 N

成30年度養

＜養育家

京養育家庭の会で

困っていることを

養育の現場から

べきか、東京都に

に、子どもが家庭

としている昨今、

回提出した要望は

相談窓口はどこ

たちが育てる里子

こともあり、上手

原因はどこにある

せん。そのため、

援の方法をみつけ

その役割をどこ

をしてくれる機関

機能を有する「施

乳幼児は施設で

幼児を家庭で育て

ては早ければ早い

した乳幼児が原則

高校生はお金が

在の委託費は児童

ホ代から塾、部活

や短期の委託、一

体的な費用につい

で子どもたちを

記以外に、以前か

後の措置延長の積

育家庭で対処する

に掲載されてい

紙６・７ページに

NPO 法人東京養育

養育家庭制

家庭の現場か

では、副理事長

を伺い、養育家

ら生の声を集め

に対して重要な

庭で育つことの

、養育家庭が子育

は、主に以下の

こ？ 経験豊か

子は、幼少期に

手に育てるには

るのか、どんな

、相談窓口とな

け、必要に応じ

こが担ってくれ

関がほしい。そ

施設」が最適で

ではなく里親家

てることの大切

いほどいい」と

則家庭で養育さ

がかかります 

童の年齢にかか

活、通学定期代

一時保護なども

いて、委託費の

を健やかに育て

から継続して要

積極活用なども

るのではなく、

います。ぜひご

に掲載。 

育家庭の会 20

制度への要望

ら、生の声を

長による支部訪問

家庭制度を充実さ

め、プロジェクト

な提案を行い、各

の重要性が指摘さ

育てをしやすい

の３点です。 

かな人材によ

に十分手をかけて

は専門知識に基づ

な対応が望ましく

なる担当者は丁寧

じて専門家とつな

れるのか、経験豊

その想いから、支

ではないかと提言

家庭に 

切さは、今や世界

いうものではな

れるよう、養育

かわらず一律です

代などけっこうな

増える傾向にあ

の見直しを要望し

てるために、

要望しているもの

挙げています。

制度として整備

一読ください。
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望」を小池

青葉 紘

 

を集め、具体

問や支部長を通

させるために、具

トチームで議論

各政党にも要望

され、社会的養護

い環境を整備する

る支援拠点を

てもらえずに傷

づいた養育家庭

く、効果が期待

寧に里親子の話

なぎ、課題解決

豊富で子どもに対

支援拠点（ソー

言しています。

界的な共通認識

ないでしょうか。

育家庭への積極

すが、実生活で

な支出になり、養

ある中で、養育家

しました。 

養育家庭制度

のに、児童相談

これら一つ一つ

備が望まれてい

（http://tokyo-y

9 年）11 月 15 日

    

百合子東京

紘宇（理事長

体的な要望を

じて広く会員の

具体的な要望を

をし、何に困っ

内容を説明しま

護が施設から里

ることは喫緊の

を 

傷ついていたり、

のサポートが必

できるのか、道

を聞き、どのよ

に向けて適切な

対する理解が深

シャルワークの

識になりつつあり

。東京養育家庭

的な委託を要望

はかかる費用は

養育家庭の負担

家庭の経済的負

度の整備強化を

談所の対応の標準

つが、養育家庭

る内容です。要

yoikukatei.jp/）

日 第 29 号 

京都知事に

長／川の手支

挙げる＞ 
の皆様から養育上

を東京都に提出し

っているのか、ど

ました。 

里親へ大きく比重

の課題です。 

そもそも手のか

必要です。しかし

道筋は一つでもな

ような支援が必要

なチーム支援をつ

深く、長期に渡っ

の拠点）として、

ります。私たちの

庭の会では、あら

望しました。 

はずいぶん違いま

担は少なくありま

負担を軽減できる

を 

準化や養育家庭の

庭が実際に直面し

要望書の全文はホ

※プロジェク

11月

小池都知事に提

に提出しま

支部） 

上の課

してい

どう改

重を移

かかる子どもだ

し、何がどう困

なければ、簡単

要かを判断し、

つくる機能が求

って私たちと同

、実際にそのよ

の実感も、「家庭

らためて児童相

ます。高校生に

ません。中高生

るよう、高校生

の孤立化の防止

している問題で

ホームページの

トチームでの取

月7日東京都庁 

提出する青葉理事

した。 

 

だったり

困難なの

単でもあ

具体的

求められ

同目線で

ような人

庭での

相談所が

になれば

生からの

生にかか

止、大学

で、個々

の「活動

取り組み

事長



 

編集部

してい

うか？

林先生

な解決

会が支

は養子

します

編集部

ースが

か？ 

林先生

替的役

とも必

家庭復

べく速

べきで

を引き

きを一

ょう。

援やケ

す。 

編集部

可能性

らっし

に困難

林先生

発達上

養子縁

縁組後

ど、家

 N

新しい

お話を

―-長期委託

部：社会的養護

いるようですが

？ 

生：子どもが安

決が重要で、家

支援するのが第

子縁組を、特に

す。 

部：今までは養

が、今後は養

生：確かに養育

役割を果たして

必要かと思いま

復帰が難しい子

速やかに判断し

です。そのため

き上げるなどの

一部児童相談所

さらに、縁組

ケースに応じた

部：里親の中に

性が低いので養

しゃいます。た

難が伴わないと

生：社会的養護

上の課題を抱え

縁組の場合も変

後も里親会など

家庭や子どもの

NPO 法人東京養育

い社会的養

を伺った方：

平成 2

する検

「子ど

庭支援

それに

ンバー

話を伺

託ではなく養子

護のあり方が大

が、根本的に何

安心して育つ

家庭で暮らせ

第一です。それ

に特別養子縁組

養育家庭に長期

養子縁組になる

育家庭への長期

ている面があ

ます。また施設

子どもの永続

して、養子縁組

めには特別養子

の法的整備も必

所が担うなど

組後もその家庭

た経済的支援

には、養子縁組

養育家庭にな

ただし、養子縁

とは限らない

護の必要な子

えることが珍

変わりません。

どに継続して参

の孤立を防ぐ必

育家庭の会 20

養育ビジョ

林 浩康先生

28 年の児童福祉

検討会」からこの

どもが家庭で育つ

援から代替養育、

によって里親制度

ーであり、子ども

伺いました。

子縁組に？―-

大きく変わろ

何が違うので

ためには、永

るように親子

れが困難な場

組を積極的に

期委託してい

るという意味

期委託が縁組

り、縁組を促

設入所が長期化

的な解決は、

組の道筋をつ

子縁組の年齢

必要ですし、

の改正も必要

庭に対する養

も必要だと思

組を望んだけ

ったという方

縁組だから子

ようですが。

どもは、何ら

しくなく、そ

。家庭任せにせ

参加してもら

必要はあるで
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ン＝里親

生（日本女子

祉法改正を受け

の8月に「新し

つ権利」を全て

養子縁組と、具

度はどう変わる

もの社会福祉の

ろうと

でしょ

永続的

子を社

場合に

に推進

たケ 

味です

組の代

促すこ

化し、

なる

つける

齢制限

手続

要でし

養育支

思いま

けれど

方もい

子育て

らかの

それは

せず、

らうな

でしょ

う

編

場

設

委

林

本

サ

を

の

再

い

る

な

編

里

揺

あ

林

ま

に

が

し

て

編

で

認

り

林

一

れ

9 年）11 月 15 日

    

制度にど

子大学人間社

けて、厚生労働省

しい社会的養育ビ

の子どもに対す

具体的な課題と

のか、私たちに

あり方を国際的

う。 

――優先順

編集部：実親に

場合や、一時保

設での受け入れ

委託する方向の

林先生：日常生

本にし、児童福

サポートするイ

を提供しますが

のは良くないと

再開させること

いは、里親は里

るような関係性

な役割とも言え

編集部：現状で

里親が会うこと

揺するのではな

ありません。

林先生：相手の

ますが、会って

にとっては、両

が一番安心です

し、長期に渡っ

てくるでしょう

編集部：里親に

でなく、親の子

認識を、里親登

りませんね。

林先生：里親の

一時保護を専門

れる方、専門性

日 第 29 号 

んな変化が

社会学部教授。

省の「新たな社会

ビジョン」が提言

する社会的責任

とロードマップが

にどんな課題があ

的視点から問い続

順位は施設では

に育てる意思が

保護、短期養育

れ期間は極力限

のようですが。

生活は里親の家

福祉司やその他

イメージです。

が、長期に子ど

と。ここでの目

とですから、里

里子だけでなく

性も出てくるで

えます。 

では実親との交

とはありません

ないかと、不安

の姿が見えない

てみると違った

両方の「親」が

す。親の子育て

って親子の支援

う。 

になることは、

子育てを支援す

登録の段階から

の役割に幅がで

門にする方、週

性の高い里親な

がある？ 

。検討会構成

会的養育の在り

言されました。

と位置づけ、在

が示されていま

あるのか、検討

続けてきた林先

はなく家庭？―

があって支援が

育の必要な場合

限定して、里親

 

家での普通の生

他の支援員がチ

施設は専門的

どもを施設に留

目標は実親との

里親と実親の交

く実親も含めて

でしょう。実家

交流があっても

ん。また、子ど

安を抱く里親も

いと不安が大き

たりもします。

が仲良くしてく

てを里親も施設

援を続けるケー

子どもを育て

することでもあ

ら明確にしなけ

できると思いま

週末だけ親子を

など、子どもの

成員） 
り方に関

 

在宅の家

ます。 

討会のメ

先生にお

―― 

が必要な

合も、施

親家庭に

生活を基

チームで

的な支援

留め置く

の生活を

交流ある

て支援す

家のよう

も、直接

どもが動

も少なく

きくなり

子ども

くれるの

設も支援

ースも出

てるだけ

あるとの

ければな

ます。 

を受け入 

のニーズ



に応じ

すため

で担う

――里

集部

できる

林先生

で、特

は普通

家族の

門家に

するこ

ムの一

ーが対

可欠で

編集部

定に関

動を正

なされ

います

林先生

されな

もを見

向、子

ボケイ

堂に会

治体に

の反面

切です

編集部

助け合

林先生

置付け

里親が

チーム

子ども

ーム内

ブルに

もなど

い込ま

な大人

 N

じた幅広い里親

めにも里親のリ

う民間のフォス

里親に多彩な役

：里親にも専門

るのかという不

生：それは今ま

特別のことでは

通の暮らしが大

の日常生活が確

による継続的な

ことです。子ど

一員となり、情

対等な立場で信

です。 

部：里親のなか

関して私たちは

正直に児童相談

れて子どもが引

す。 

生：結論に至っ

なければ、納得

見てきた里親の

子どもの意思、

イトも確立する

会して情報を共

に義務付ける必

面、里親も自分

す。 

部：多くの里親

合いが一番の支

生：里親仲間の

けるのがいいで

がコアになり、

ムの里親子を支

もはある里親宅

内の別の里親宅

に対応している

どには、自分の

まれることがあ

人との関わりと

NPO 法人東京養育

親が求められま

リクルートか

スタリング機関

役割、私たち

門性が求められ

不安もあります

までもやって

はありません。

大切ですから、

確保される。プ

な子どもへの専

どもの課題を中

情報を共有しそ

信頼関係を築い

かには、今まで

は蚊帳の外で、

談所に伝える

引きあげられ

った経緯や理

得できないで

の視点も重要で

、子どもの意思

る必要がありま

共有するといっ

必要があると考

分だけで抱え込

親にとって、里

支えだという実

のネットワーク

でしょう。例え

、レスパイトを

支援している事

宅でうまくいか

宅に移ってみ

るようです。特

の居場所がひ

あり、複数の居

というのはと

育家庭の会 20

ます。里親を増

ら委託後の支援

関が必要です。

にできるの？

れると、私た

す。 

こられてきた

。子どもにと

、里親宅で温

プラス、外部

専門的ケアを実

中心に里親も

それぞれのメ

いていくこと

で子どもの措

、子どもの問題

と、里親失格

ると懸念する方

由がきちんと説

しょう。毎日子

ですし、実親

思を代弁する

ます。関係者

った調整機能

考えています。

込まないこと

里親同士の交流

実感があります

クを制度とし

えば、経験豊

を専らとしな

事例があります

かなくなると

るとか、フレ

特に思春期の子

とつしかない

居場所、いろ

ても大事なの
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増や

支援ま

す。 

―編

ちに

こと

って

温かい

部の専

実施

チー

ンバ

が不

措置決

題行

格と見

方も

説明

子ど

親の意

アド

者が一

能を自

す。そ

も大

交流や

す。 

て位

豊かな

がら

す。

、チ

キシ

子ど

と追

いろ

のです。 

編

の

子

林

の

く

や

事

は

―

編

る

で

林

性

も

さ

国

様

ト

要

ウ

「

私

い

よ

が

る

た

整

の

の

家

認

編

え

同

役

本

9 年）11 月 15 日

    

編集部：里親間

の家に移っても

子が家を出てい

林先生：この事

の里親は別の里

やっているよ

や調整機能など

事情がよく分か

はないですか？

――欧米の手法

編集部：新ビジ

る面もあるかと

でしょうか。

林先生：繰り返

性が大切です。

もとして育てる

させた上で養育

国共通ではない

そしてもう一

様々な課題を抱

トラウマや不安

要です。ある社

ウマ治療に関す

「もし高校生の

私のその後は違

いました。子ど

よる心理教育、

が必要に思いま

里親に委託さ

る子どもも、養

ため、ケースに

整備しなければ

の範囲で担う

の里親まで幅が

家族が養育家庭

認めようとの意

編集部：私たち

えるのか、あら

同時に、会とし

役割がありそう

本日はありがと

日 第 29 号 

間で信頼関係が

も安心かもしれ

いくのはつらい

事例では、里子

里子を受け入れ

ようです。里親

どのコーディネ

かっている里親

？  

法は、日本の風

ジョンは欧米の

と思いますが日

返しになります

だから、長期

るのなら、戸籍

育を継続させる

いでしょうか。

一つ見失っては

抱えている子ど

安感への対応を

社会的養護を経

する講義を受け

のときにこの講

違っていたかも

ども自身が回復

専門家による

ます。 

される子ども、

養育の困難さは

に応じた専門的

ばなりません。

「半里親」から

があっていいで

庭と養子縁組に

意見もあります

ち里親は、自分

らためて考える

しても、もう一

うです。 

とうございま

があれば、子ど

れませんが、や

いかも？ 

子が出て行った

れたり、わだか

親同士のチーム

ネートは、養育

親会が担うとい

風土になじむの

の経験を参考に

日本の風土にな

すが、子どもに

期に渡って自分

籍上も養子とし

ることです。そ

 

はいけないこと

どもにとって、

を理解する、過

経験した大学生

けたのですが、

講義を聞いてい

もしれない」と

復するには、専

るケア、複数の

養子縁組の対

はさまざまです

的ケアや経済的

里親も、自分

ら、職業として

でしょう。また

に二重登録する

す。 

分がどういう役

る必要がありま

一歩踏み込んだ

した。 

どもが別

やはり里

た後、そ

かまりな

ムづくり

育家庭の

いいので

の？― 

にしてい

なじむの

には永続

分の子ど

して安定

それは万

とは、

自分の

過程が必

生がトラ

彼女は

いたら、

と語って

専門家の

の居場所

対象にな

す。その

的支援も

分の余力

てのプロ

た、同じ

ることも

役割を担

ますね。

だ社会的



 ８月

花園キ

直撃で

た。 

 参加

談員

間を過

 今回

起こす

の時間

にある

２晩と

て食べ

キャ

食を共

ポー

どもの

も同士

また

語らい

のも大

来年

しいで

 

参加

 

「山キ

 私は

いて、

日目は

係なく

目には

お母さ

……班

……山

わかり

ャンプ

てもう

 

 N

夏休

＜自

月２４日（木

キャンプ場で

で中止としま

加者は子ども

（施設職員）

過ごしました

回の山キャン

す」「食事の準

間に、キャン

る芸術村でガ

とも花火大会

べて解散とな

ャビンの中で

共にし、子ど

トして日程を

の面倒を見た

士の交流の場

た、子どもが

いの時間もあ

大きな収穫だ

年度もたくさ

です。 

加者の一人が

キャンプに行

は、キャンプ

、奥のほうに

は知らない人

く遊べるよう

は、ガラスの作

さんにあげる

班になってう

山キャンプに

りました。…

プのことを話

うれしかった

NPO 法人東京養育

休み企画

自然を満喫！ 

木）～２６日

で「山キャンプ

ましたが、今年

も１５名（小1

４名、ボラン

た。 

ンプのテーマと

準備をする」と

ンプ場を流れて

ガラス工芸を楽

会。最終３日目

なりました。 

では、里親専門

どもたちが不安

を終えることが

たり、夜はキャ

場も多く見受け

が休んだあとに

あり、それぞれ

だったと思いま

さんの子どもた

が作文を書いて

行って」Ａちゃ

プに行きました

に行ったら、滝

人ばかりだった

になっていき

作品作り、私

ることにしまし

どん作り、…

に行って、私は

……来年のキャ

話したり、ミニ

たです。 

育家庭の会 20

「山キャ

山キャンプ

（土）にかけ

プ」を実施し

年は天候にも

1から中２）、

ンティア２名

として「なる

ということを

ている川で思

楽しみました

目は、みんな

門相談員さん

安なく２泊３

ができました

ャビンを出て

けられました

には里親や里親

れが養育の悩

ます。 

たちの参加が

てくれたので

ゃん（小４女

た。２泊３日

滝の水はとて

たので、あま

きました。…

はミニミラー

した。 

…みんなで力

は、知らない

ャンプが楽し

ニミラーをわ

017 年（平成 29

4   

ャンプ」を

プ報告＞ 

けて、陣馬山の

しました。昨年

恵まれ開催と

里親４名、里

の総勢２５名

べく子どもた

を第一にしまし

思い切り遊んだ

た（作品持ち帰

で手打ちうど

んや里親が必ず

日を過ごせる

た。上級生は低

星空を眺めた

た。 

里親専門相談員

悩みや喜びを語

あって盛り上

で、その一部を

女子） 

で、１日目に

も冷たかった

り話せなかっ

…外のプール

ーのお花を作

力を合わせて作

い人どうしでも

しみで待ちきれ

わたしたら、お

9 年）11 月 15 日

    

を開催し

鈴木

のふもと桐

年は台風の

となりまし

里親専門相

名で、３日

たちが火を

した。合間

だり、藤野

帰り）。夜は

どんを作っ

ず入って寝

るようにサ

低学年の子

たり、子ど

員さんとの

語り合えた

上がれば嬉

を紹介します。

に川に行って遊

たです。夕方に

ったけど、２

ルでハラハラ

りました。……

作ったうどん

もなかよく、楽

れません。……

お母さんはニ

日 第 29 号 

ました。

宏明（理事／

。 

遊びました。

にはバーベキ

日目は名前を

ドキドキのお

…とてもきれ

んは、おいしい

楽しくするこ

…家に帰って

コニコわらっ

 

／日だまり支

川には小さな

キューをして…

をおぼえて、男

おにごっこ……

れいにできたの

いなと思いま

ことが大切だと

て、お母さんに

ってくれたので

支部） 

な魚が

……１

男女関

…３日

ので、

した。 

とよく

に山キ

で、と



 

１０

東京都

した。

０２名

当日

養育に

子ども

式典

に分か

船着

年のお

微笑ま

 船の

そし

国に到

 天候

でいま

を感じ

 

 参加

 

「友だ

 

 N

2017ほっ

０月２９日（

都・東京養育

児童相談所

名が集まりま

日は、台風の

に当たられた

もは児童相談

典終了後は再

かれました。

着き場までは

お姉ちゃんが

ましい光景も

の到着を待っ

して予定通り

到着して解散

候不良でした

ました。大人

じました。 

加者の一人が

だちと会えて

NPO 法人東京養育

っとファミ

（日）１０時１

育家庭の会 共催

所/都職員４４名

ました。 

の影響で大雨に

た里親の皆様の

談所職員の皆さ

再度合流して、

 

は、徒歩で児童

が同じ支部の幼

もありました。

っている間にお

１３時に出発

散となりました

たが、参加の子

人は１０年表彰

が作文を書いて

て楽しかった」

育家庭の会 20

リー「感謝

１５分より東京

催「感謝と交

名、里親８９

に見まわれま

の「東京都知

さんと一緒に

帰路に着く

童相談所ごと

幼児さんの手

 

お弁当を食べ

発して東京湾

た。 

子どもたちは

彰の里親さん

てくれたので

 Ｙくん（

水族館で

たです。大

くさん食べ

海ガメが

ょっといた

その後、船

М君とＹち

ったけど、

おかしがな

お母さんに

ました。良

と思いまし

今度はも

017 年（平成 29
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謝と交流

東京都葛西臨海

交流のつどい」

名、子ども６

したが、大人

知事感謝状贈呈

に水族館見学を

家庭と船で両

に移動しまし

手を引いて一生

べました。 

湾クルーズの後

は、笑顔一杯に

んをお祝いして

で紹介します。

（小２男子）

でクロマグロを

大マグロは、た

べられると思い

いました。カ

たかったです。

船に乗りまし

ゃんとＲ君が

ＹちゃんとＭ

いのにみんな

にもらってブラ

良かったです。

した。楽しかっ

っといろんな

9 年）11 月 15 日

    

流のつどい

若林

海水族園にて、

が開催されま

６９名の総勢

人は１０年以上

呈式」に参加、

をしました。

両国に向かう家

した。小学校高

生懸命歩いてい

後、１４時半に

に小旅行を楽

て、心温まる思

 

を見ました。

たくさんマグ

いました。 

カニとかさわ

 

した。たくさん

がいました。

Ｍ君とＲ君がお

ながおかしを

ラックサンダー

船では、い

ったです。 

な人と会いたい

日 第 29 号 

い」に参加

林 博子（理事

、

ま

２

上

、

家庭

高学

いる

に両

しん

思い

クロマグロは

ロのおさしみ

りました。ハ

ん、お友達がい

トイレがこわ

おかしをくれ

くれました。

ーチョコとパ

ろんなおかし

いです。 

加しまし

事／アトム支

は、とても大き

みが出来るので

ハサミがあたっ

いました。席に

われていて使え

れました。ぼく

あとから、ぼ

パインのあめを

しを食べていい

した。 

支部） 

きかっ

で、た

ってち

には、

えなか

くは、

ぼくも

をあげ

いのか



「行政

都をは

めや都

の政策

の会と

設置さ

長を筆

長にも

 本年

まだ半

あって

定期に

要望書

支部の

のメン

たもの

しいた

今回

をメイ

般の「

東京都

施行す

り、養

庭への

し、子

も必須

これ

童相談

二葉乳

 

これ

を立

1.里

2. F

3.安

と実

 N

『行政対

政対応プロジェ

はじめとした行

都議会各会派へ

策的な動きを把

としての対応方

されたチームで

筆頭に、数人の

もサポートして

年５月の理事会

半年ほどの活動

て会合の日程調

に会合を重ね、

書をとりまとめ

の皆さんからい

ンバー間や理事

のですので、会

ただきたいと思

回の要望書にお

インの要望事項

「東京都児童福

都が新たな「養

するタイミング

養育家庭の支援

の委託を増やし

子どもたちに最

須のテーマです

れまでの東京都

談所自体と里親

乳児院、NPO法

Faceboo

れまでの出会い

立ち上げました

里子経験者に絞っ

Facebookで登録

安定した交流が続

実名、電話連絡先

NPO 法人東京養育

対応プロジ

——会員

ェクトチーム

行政に対する要

への要望活動の

把握・分析して

方針を協議す

です。メンバー

の理事で構成

ていただいてい

会後に設置され

動ですが、それ

調整も大変な中

、来年度に向け

めました（１ペ

いただいた意見

事会での議論を

会員の皆さんに

思います。 

おいては、「養育

項としました。

福祉審議会提言

養育家庭支援体

グであったか

援体制の拡充は

していく上で重

最善の養育を提

す。 

都の養育家庭支

親支援機関（東

法人キーアセッ

okに「ユー

いを活かして意

た。是非ご参加

って意見交換を

録受付用アカウン

続けられるよう

先を記録してお

育家庭の会 20

ジェクトチ

員の声を行政に

（PT）」は、東

要望のとりま

のほか、国や都

て東京養育家庭

ることを目的

ーは能登副理事

し、星野副理事

います。 

れたばかりで

れぞれに仕事

中で、何度か不

けた東京都へ

ページ参照）。

見も踏まえ、P

を経て作成され

にもぜひお目通

育家庭支援体

。今年度は、先

言」を踏まえて

体制」を検討

らです。もと

は、今後養育家

重要な課題です

提供するうえ

支援体制は、児

東京都の区域

ット、東京臨床

ースのひろば

意見交換が出

加ください。

します。（＊個人

ントの「ユース

に、友達申請の

おきます。以後の

017 年（平成 29
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チーム（PT

に、最善の養育

東京

と

や都

家庭

的に

理事

理事

で、

事も

か不

への

各

PT

れ

通

体制」

先

て、

討し

よ

育家

です

で

児

域を

床

心理

相談

家庭

よい

東京

いけ

そう

支援

な課

一

格の

とし

いけ

京都

ると

PT

課に

忌

ま

会

党、

きま

さ

会が

ン」

お招

  そ

ーに

いを

ば」を立ち上

出来ないかと考

 

人情報ですので

スのひろば」を検

の時に実名と電話

の投稿について

9 年）11 月 15 日

    

T）』始動し

育環境を目指

藤井 康

理士会の３団体

談員との役割分

庭から見ると、

いのかわからな

京都は、３者が

けるような体制

うした方向に異

援主体間の具体

課題があります

一朝一夕に十分

の問題ではあり

しては、少しず

けるよう、今後

都や施設の皆さ

と思っています

Tとして、この

に要望する際に

忌憚のない意見

また、同様の要

会の公明党、共

民進党等の議

ました。 

さらにPTでは

が８月に発表し

について、検

招きして勉強会

そのような活動

に、以下自己紹

を語っていただ

上げました。

中山

考えFacebookに

で、目的外の利用

検索し、友達申請

話連絡先を送っ

は、名前(愛称)

日 第 29 号 

しています

して―― 

康弘（理事／つ

体で分担）、施設

分担が明確でな

どんな案件を

ない状態になっ

がチームとして

制を目指してい

異論はないもの

体的な役割分担

す。 

分な体制が出来

りませんので、

ずつでも理想の

後とも不断に意

さんと議論をし

す。 

の要望書を持っ

には、竹中課長

見交換ができま

要望書を持って

共産

議員に対する要

は、厚生労働省に

した「新しい社

検討会座長の奥

会を開催しまし

動を行ってきた

紹介と合わせて

だきました 

。 

健太（ユース

に「ユースのひ

用は一切いたし

請を送ってくだ

ってください。事

のままで結構で

す。 

つくし小平支

設の里親支援

なく、私たち養

を誰に相談した

っています。今

て連携、協働

いるようですが

のの、それぞれ

担となると、様

来上がるような

、私たち養育家

の体制に近づ

意見を表明し、

していく必要が

って都の育成

長以下の皆さん

ました。

て、都議

要請活動も行

に設置された

社会的養育ビジ

奥山眞紀子先生

した。 

たPTの各メン

て、PTに対す

スのひろば担

ひろば」   

しません） 

ださい。 

事務局でアカウ

です。 

支部） 

専門

養育

たら

今回

して

が、

れの

様々

な性

家庭

けて

、東

があ

支援

んと

って

検討

ジョ

生を

ンバ

する想

担当） 

 

ント名



能登和

 

松村愼

 

ロング

 

藤井康

 

 今後

合い、

区にお

皆さ

伝えい

 

世田谷

今井信

 

 N

和子（副理事

愼太郎（理事

グ朋子（理事

康弘（理事／

後ともPTとし

東京都や児童

おける児童相談

さんも意見、要

いただければ有

谷区児童相談

信吾（副理事

NPO 法人東京養育

 各支部を

ム養育体制

見を伺いま

果と言えま

を聴きとり

事長／すこやか支

現在、

援体制では

方々が頑張

に移行して

の支援体制

事／育里たんぽぽ

ボランテ

と里子2人

る今、次世

課題につい

り方を目指

事／つくし小平支

 里親登

ける社会

まで行政

養護を担

会の活動

／つくし小平支部

して、皆さんの

童相談所に対す

談所設置に関

要望などござい

有り難く思いま

談所設置に向け

仕事の

最初から

学の問題

の児童相

て奮闘し

事長／日だまり支

育家庭の会 20

を訪問し、いろ

制」をはじめ

ました。東京都

ます。今後も、

りながら、進め

支部） 

自立支援及び

は今の里親子に

張って下さって

ていきます。措

制の構築と里親

ぽ支部） 

ティア活動が

人の養育から

世代を担う子

いて、行政や

指していきた

支部） 

登録11年目、里

会的養護をめぐ

政に携わり、社

担当したときの

動に貢献し、子

部） 

の声をお聴きし

する要望活動や

しては、下記

いましたら、

ます。 

けて 孤軍奮闘

の関係で児童相

ら中高生の女子

題など、いろい

相談所開設（平

しています。

支部） 

017 年（平成 29
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ろいろな意見を

「乳・幼児委託

都の主催する実

タイムリーな

めていきたいと

び自立後のサポ

に充分な対応が

ているので感謝

措置解除後を想

親子個々のご相

きっかけで、

多くの気づき

子ども達の為に

や関係機関と協

たいです。 

里子との暮ら

ぐる景色も、段

社会保障に関す

の経験も踏まえ

子どもたちの未

しながら、私た

動や意見交換を

記の今井副理事

各支部長、理

闘中（PTメン

相談所に行く機

子を委託され、

いろと考えさせ

平成32年4月

9 年）11 月 15 日

    

を伺い本当に参

託」「高校生の

実務者会議の中

な要望を行って

と思います。

ポートに携わっ

が望めませんが

謝です。時と共

想定しながら、

相談に応じてお

児童福祉司

きが与えられま

に、日々の生活

協働しつつ、子

しは短期長期

段々よく見える

する様々な制度

えて、行政と

未来のために

たち養育家庭を

を行っていきた

事長とも連携を

理事を通じて、

ンバーと連携を

機会があり、そ

思春期真只中

せられました。

予定）に向け

日 第 29 号 

参考になりま

の委託費」を重

中に、里親が参

ていくため、会

 

っています。既

が、現場の児相

共に里親家庭の

里親を含む第

おります。 

さんの勧めで

ました。里親

活の中で必要

子ども目線の

期含めて10人を

るようになって

度を担当してき

のコミュニケ

お役に立てた

をめぐる様々な

たいと考えてい

を取りながら進

チームのメン

を取りながら進

その縁で養育家

中、措置解除

。その経験を

けて区移管への

した。今年は

重点に、皆さん

参加できたこ

会員の皆さん

既存の児相中心

相の担当者や施

の問題が次第

第三者機関や地

で里親に。実子

親制度が転換期

要な支援や直面
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２３

す。 

なくお

） 

ました。

谷区 

員とし 



編集後記

    

    

発行

〒16

今後

12月

1月 

3月4

3月 

 

「巣

平成

来春満

※詳細

 

会

・今年

・つな

 

投

 「N

 耳よ

現在

要望も

から子

など、

相

相談

その際

さい。

 N

記：＊『NEW

誌面の充

  ＊今回か

  ＊私自身

きたいと

行：NPO法人東

69-0074 新宿区

後の予定で

17日（日）

 未定  支

4日（日） 

 未定  理

巣立たせた

30年3月4

満期年齢解除

細は「Tokyo

会計よりご

年度の会費未

なぎ資金を貸

投稿を募集

NEWSこんに

より情報、他

在「チーム養

もお寄せくだ

子どもが良い

、生の声をお

相談窓口の

談を希望する

際、相談員の

相談者のプ

連絡先：養

NPO 法人東京養育

WSこんにち

充実を図り様々

から編集作業に

身、興味を持っ

と思います。（

東京養育家庭

区北新宿4-6-1

です。 

理事会 

支部長会 

巣立たせた里

理事会 

た里親の集

日（日）中野

除の里親さんは

里親net」2

ご連絡しま

未納の方は、お

貸し出していま

集します。

にちは」では

他の里親さんに

養育」が検討中

ださい。児童福

い方向に向かえ

お待ちしていま

の利用方法

る方は、事務局

の下浦さんと直

プライバシーは

養育家庭連携

育家庭の会 20

は』を担当し

々な情報を発

に携わってい

って読んだこ

（土屋陽子 理

庭の会 発行責

児童相談センタ

里親の集い 

集い」のお

野サンプラザに

はご参加くだ

月号に同封の

ます。 

お早めにお振

ます。ご利用

。 

は、会員の皆様

に聞いてみた

中ですが、子

福祉司や学校

えたこととか

ます。 メール

法のお知ら

局まで直接お電

直接やりとり

は厳守します

携室 ℡ 0

017 年（平成 29

8   

して、リニュー

発信したいと思

います。（小川名

ことがないので

理事／すこや

責任者：青葉

ター 養育家庭連

お知らせで

にて開催致し

ださい。 

のチラシをご

振込みください

の方は養育家

様からの投稿

たいこと、楽し

子どもの子育て

校の先生、里親

か、経験豊富な

ル：konnich
 

らせです。

電話をいただ

できる連絡先

す。  

03-3371-415

 

日程

場所

※詳

9 年）11 月 15 日

    

ーアル第２号

思います。（若

名昌美 理事

ですが少しで

やか支部）

葉紘宇 

連携室 タ

です。 

します。 

ご覧ください。

い。 

家庭連携室まで

を募集してい

しいエピソー

てにどんなサポ

親仲間、ママ友

な方のアドバイ

hiha@tokyo

 

だくか、手紙ま

先（自宅などの

52 Fax 03

「平成３０

程：６月３日

所：国立オリ

詳細は、後日

日 第 29 号 

号の発行となり

若林博子 理事

事／育里たんぽ

でも読んで頂け

タイトルまわりデザイン 

 

でお申し込み

います。 

ドなど是非お

ポートが必要

友、保育士の

イスで気持ち

o-yoikukate

またはFAXで

の電話番号）

3-3371-4154

年度 通常総

（日） 

ンピック青少

お知らせ致し

りました。今

事／アトム支

ぽぽ支部） 

けるものを作

hiroko wakabay

みください。 

お寄せください

要なのか、体験

の皆さんとの関

ちが軽くなった

ei.jp 

でご連絡くださ

を必ずお伝え

4 

総会」 

少年センター

します。 

今後とも

支部） 

作って行

yashi 

い。 

験談や

関わり

たこと

さい。

えくだ

ー 


